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発表内容 廃棄物最終処分場には種類の異なる廃棄物が不均一に埋め立てられてい

るため、埋立地全体の一様な安定化は難しい。従って、安定化の進行が遅

い部分を把握し、その部分の安定化を促進させることが必要である。安定

化遅延部の評価については、近年、土木工学の各種物理探査を応用した手

法の研究が進められている。一方、安定化促進技術に関しては縦横のガス

抜き管内の自然滞留を利用した準好気性埋め立てシステムが安価で効率的

であるため有名であるが、埋立地内部の保有水水位が高い処分場での採用

は不可能である。 
そこで今回、揚水した浸出水を埋立地に返送循環する方法に着目し、太

陽光エネルギーとエアリフトポンプを用いた小規模実験システムを構築し

て連続運転試験を行った。その結果、断続的に浸出水を揚水し、100m 以

上導水することに成功した。また、揚水は井戸周辺の保有水を移動させて

塩類洗い出しを促進させる効果があるが、その効果は浸透水量の影響を受

けることが示唆された。さらに、比抵抗探査から揚水部と給水部周辺下層

の塩類洗い出しが確認されたが、一様ではなく偏りがみられた。本実験に

より揚水返送循環方式は局所的な安定化促進手法として一定の効果が確認

された。 
 


